
令和元年度事業報告



平成30年度 347団体 （平成31年3月31日時点）

令和元年度 365団体 （令和2年3月31日時点）

18団体増

松本地域健康産業推進協議会の会員企業・団体数
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期日／会場 内 容

第1回
令和元年5月13日(月)

（ホテルモンターニュ松本）

 「これからの介護と老いをデザインする
～これからの介護と老いを生きる人へ～」

講師：㈱ studio-L
コミュニティデザイナー 出野 典子 氏 、洪 華奈 氏

第2回
令和2年1月30日(木)

（東京八重洲ホール）

 松本地域健康産業推進協議会 東京説明会

松本地域健康産業推進協議会や松本ヘルス・ラボの取組
に関する説明、意見交換 等

意見交換：参加企業 11社

健康産業フォーラムの開催

第1回 健康産業フォーラム（令和元年5月13日）

※3月16日(月)に予定していた第3回健康産業フォーラムは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

第2回 東京説明会（令和2年1月30日）
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実用化検証・実証実験事業等（R1年度一覧）

事業者名

（実証費用）
内 容

ファミリーサービス
エイコー㈱

今井恵みの里

(100万円)

• 期間 R元年7月～R2年3月

• 摘果りんごに豊富に含まれるポリフェノール成分を添加した「歯磨きジェル」と「口腔洗口液」の
本格的な製品化を目指し、プロモーションやテスト販売を行った。

松本工業高等
学校・人材育成
支援ネットワーク

(40万円)

• 期間 R元年7月～R2年3月

• 介護される側の視点に立ち、自力で操作できる「自走式座面アシスト車いす」を開発・試作し、
その実用性について実証実験を行った。

㈲本郷鶏肉・
南安曇農業高校

（62万円）

• 期間 R元年12月～R2年3月

• そば製粉時のそば甘皮および廃棄物を飼料化する可能性を実証・評価するため、そばアレル
ゲン物質の移行調査を行った。（R元年度は対象5部位について調査）

NPO法人
知恵と考働

(100万円)

• 期間 R元年11月～R2年3月

• ぶどう農家におけるジベレリン処理作業の負荷を軽減するため、薬剤塗布器の開発を行った。

㈱ユカシカド

(100万円)

• 期間 令和2年2月～令和2年3月

• 尿検査キットによる栄養データと健診データを用いた早期疾病予測モデルを構築するため、
簡易技術検証とマーケティング調査を行った。
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商店街へのフラッグ掲出

歩こうBIZ ＆ Cycle BIZ

松本駅など市内施設へのポスター掲出

 主に若い世代・働く世代への健康づくりを推進するため、通勤時や就労中に徒歩や自転車利用を促す
「歩こうBIZ＆Cycle BIZ」（以下 歩こうBIZ）を平成29年度から事業化

 「健康」という言葉にあまり反応がなかった若い世代に対して、働くスタイルを活動的なものにすることが
「カッコいい大人」であることをPRし日常生活の中で気軽に活動量を増やすことを目指す。

 令和元年度は、店舗でのポスター掲出、中心市街地商店街への街頭フラッグ掲出の他、スポーツ庁の
取組み「FUN+WALK！」と連携し、スポーツ庁鈴木長官にもご覧いただいた。



 開催日：令和元年10月16日(水)・ 17日(木)

 会 場：松本市中央公民館、中央体育館

 参加者：2日間で延べ1,900人（H30年度実績1,700人）

 テ ー マ：「食」と「運動」 ー 健やかに みんなで つながる

 内 容：① 基調講演（スポーツ庁長官 鈴木 大地 氏、カナダ・ロシアから講師を招聘）

② 企業、大学、国、医療関係者による講演
富士フイルム㈱ 、信州大学、経済産業省、厚生労働省、信州メディビトネット 他

③ パネルディスカッション

第9回世界健康首都会議の開催
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㈱王滝、㈱中島屋降籏米穀、
松本ヘルス・ラボによる
「三都市クロス弁当」
※札幌市・松本市・鹿児島市

スポーツ庁長官
鈴木 大地 氏

カナダ
ブリティッシュコロンビア州
サーニッチ地区議会 議員
ジュディ・ブラウノフ 氏

「食」、「運動」など４テーマ
を設定したブース展示
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サービス別 契約件数
参加者数
(新規含む)

ﾃｽﾄﾌｨｰﾙﾄﾞの提供 5件（2社） 延べ約 1,200名

企業連携事業 2件（2社） 延べ約 2,000名

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

件数 １件 3件 7件 8件 7件

令和元年度の事業内訳

事業の推移

松本ヘルス・ラボ

１ 企業向けサービスの事業実施状況
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◆食品摂取モニター調査

・機能性表示食品の開発に向けて、植物由来成分が
糖代謝に与える影響を検証

・20歳～74歳の男女120名が参加

・事前検査として糖負荷試験等を実施し、参加者に
健康の気付きを提供

・研究機関：松本短期大学看護学科

◆健康的な食生活の提案に向けた調査

・野菜および卵の摂取に着目し、健康的な食生活提案
のためのデータを取得

・ラボの健康チェック参加者を対象とし、野菜及び卵
の摂取量や摂取方法の季節差、健康指標との関連等
を解析

・研究機関：松本大学大学院 健康科学研究科

松本ヘルス・ラボ

２ 実証支援等サービスの実施例
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◆ＮＨＫでおなじみの多胡肇先生による
ラジオ体操講座

・全体健康プログラム（月2回程度）

ラジオ体操講座を軸に日常生活で気軽に
できる運動を指導。（延べ414名）

・セミプライベートレッスン（月8回）

地域や強度を選択でき、気軽に参加できる
プログラムを提供（延べ520名）

◆保健師による定期的な健康相談
(毎週火曜日)や健康チェックの実施

３ 健康プログラムの開催状況

松本ヘルス・ラボ
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企業における健康経営の実践として、企業向け健康経営プログラムを提供

◆ 健康プログラム・健康チェックの提供
市内企業3社と松本短期大学に対して健康チェックや健康プログラムを提供。

企業と保健師の面談 • 経営者との面談を通じて、経営者視点での課題を確認

健康チェック
• 企業からの健診データの提供による分析やラボによる出前健康チェック
（体組成、骨密度測定の実施）

運動などの実践 • 企業内での健康プログラムの立案、実施

年会費 • 3,000円／人 （会社・経営者側が従業員数分を一括負担）

◆ 法人会員規約の制定

企業向け健康経営プログラムについて、従来は個人会員規約に準じて運用してきたところ、令和
元年度に法人会員規約を制定。

４ 企業向け健康経営プログラムの実施

松本ヘルス・ラボ


